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し

全
国
の
小
中
学
校
、
高
校
に
お
い
て
意
欲
的
で
創
意
あ
ふ

れ
る
指
導
に
よ
り
優
れ
た
授
業
を
実
践
し
た
算
数
、
数
学
科

の
教
員
を
表
彰
す
る
「２
０
２
２
年
度
第
１５
回
算
数
数
学

授
業
の
達
人
大
尚巨

（東
京
理
科
大
学
主
催
）
で
、
北
海
道

教
育
大
学
附
属
釧
路
義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
の
赤
本
純
基

教
諭
（３６
）
が
、
た
だ
１
人
の
最
優
秀
賞
（大
賞
）
を
受
賞

し
た
。
道
内
の
教
員
が
受
賞
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
動

画
教
材
を
活
用
し
た
授
業
構
成
が
評
価
さ
れ
た
。

　　

１

（嶋
守
義三
）

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
授
業

は
、
赤
本
教
諭
が
昨
年
９
月
２２

日
に
同
校
で
８
年
生
に
行
っ
た

単
元
名
「１
次
関
数
」
。中
学
、

高
校
向
け
の
学
校
放
送
番
組
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ

「ア
ク
テ
ィ
ブ
１０

マ
ス
と
ー
じ

（放
送
リ
ス
ト
第

３
回
「１
次
関
数
」
）
を
活
用

し
た
。
同
番
組
を
視
聴
後
、「１

枚
２
０
０
０
円
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

が
、
Ａ
店
は
５
枚
以
上
購
入
で
１

３
５
０
０
円
引
き
、
Ｂ
店
は
何

枚
で
も
２０
％
引
き
。
購
入
す
る

枚
数
が
５
枚
以
上
の
時
、
枚
数

に
よ
っ
て
ど
ち
ら
の
店
が
安
く

算
数
数
学
授
業
の
進
入
大
賞
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
森
本
教
諭

買
え
る
か
判
断
し
よ
う
」
と
の

課
題
を
設
定
。
１
次
関
数
を
使

っ
て

「Ａ
店
を
ｙ
＝
２
０
０
０

×
ｉ
３
５
０
０
」

「膿
店
を
ｙ

＝
１
６
０
０
×
」
と
表
し
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
枚
数
と
代
金
の
関
係
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を
表
し
た
直
線
の
グ
ラ
フ
を
そ

れ
ぞ
れ
作
っ
て
比
較
し
「８
枚

ま
で
な
ら
Ａ
店
、
９
枚
以
上
な

ら
膿
店
で
購
入
す
る
と
安
い
」

と
判
断
す
る
授
業
を
展
開
し

た
。赤
本
教
諭
は
知
人
の
勧
め
で

今
回
初
め
て
応
募
し
、
同
校
の

内
山
隆
校
長
の
推
薦
を
得
て
、

授
業
の
映
像
や
学
習
指
導
案
、

生
徒
へ
の
配
付
資
料
な
ど
の
関

適鞠 「橋動の発展．趣無湖に」
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多圃的案への改修を予定，して
しもる．トレーーングｊルーム 広

く
意
見
を
募
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
同

ル
ー
ム
で
使
用
す
る
機
器
の
老
朽
化
を
き
っ
か
け
に
在
り
方
を
検

討
し
た
結
果
で
、
市
商
業
労
政
課
は
「よ
り
使
い
や
す
い
施
設
に

す
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
」
と
応
募
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　

－
（須
貝
喜
治
）

条
例
改
正
し
剰
周
範
囲
撫
大

同
施
設
は
、
労
働
者
の
余
暇

の
有
効
活
用
や
健
康
増
進
、
福

祉
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
１

９
８
６
年
に
国
が
設
置
し
た

が
、
２
０
０
３
年
に
市
が
有
償

譲
渡
を
受
け
て
以
降
、
市
が
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
条
例

改
正
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
床
面
積

１
０
５
◎
６
平
方
薪
で
、
室
内

に
は
ウ
エ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
Ｔ
ン
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
多
く
の
市
民
ら
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。

，し
か
し
昨
年
、
機
器
の
一部

破
損
に
伴
い
メ
ー
カ
ー
が
全
マ

を
設
置
し
た
こ
と
に
加
え
、
民

間
事
業
者
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
が

増
加
し
て
い
る
な
ど
の
現
状
を

踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
同
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
ヨ
ガ

や
健
康
体
操
、
ダ
ン
ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用
で
き
る

多
目
的
室
に
改
修
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　

・

多
目
的
室
設
置
に
伴
い
、
条

例
や
規
則
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
に
関
す
る
規
定
を

削
除
し
、
新
た
に
多
目
的
室
の

使
用
料
に
つ
い
て
、
専
用
使
用

（５
人
以
上
）
は
１
時
間
７
３

０
円
、
一般
使
用
（４
人
以
下
）

藤井さん錆馨》盤

　

釧路市慶憲章ポスター厘

市役所で行われた審査会の様子（釧距

，
ぼ
ｍ綻
べ，
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〆
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釧
路
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（会
長
◎星
匠
釧
路
新
聞
社
社

長
）
は
１１
日
、
市
役
所
で
「第

１６
回
釧
路
市
民
蜜竪
早推
進
ポ
ス

タ
ー
展
」
の
審
査
会
を
開
き
、

会
長
賞
に
は
市
立
桜
が
丘
中
学

校
２
年
、
藤
井
愛
花
さ
ん
の
作

品
を
選
出
し
た
。
藤
井
さ
ん
の

作
品
は
次
年
度
の
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

係
書
類
を
提
出
。
同
大
の
教
員

ら
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
の

２
次
に
わ
た
る
審
査
で
受
賞
が

決
ま
っ
た
。
昨
年
麿
月
４
日
の

授
賞
式
（東
京
）
で
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
、
選
考
委
員
よ
り

「
『問
題
解
決
の
授
業
』
が
日

常
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付

け
る
単
元
１
時
間
ず
つ
の
学
習

状
況
が
明
確
に
分
か
る
学
習
指

導
案
」
な
ど
の
講
評
を
受
け
た

ほ
か
、
－授
業
映
像
も
配
信
さ
れ

た
。赤
本
教
諭
は
、
大
学
院
時
代

に
指
導
を
受
け
た
道
教
大
釧
路

校
の
早
勢
裕
明
教
授
や
授
業
づ

く
り
で
協
力
し
た
釧
路
算
数
数

学
教
育
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に

感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
「釧
路

で
仲
間
た
ち
と
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し

い
。
今
後
、
活
動
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
起
爆
剤
に
な
れ
ば
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

文
言
を
自
然
に
溶
け
込
ま
せ
轟

力
作
。
星
会
長
は
「色
使
い
隷

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
ボ
ス
々

ー
と
し
て
映
え
る
。
釧
路
の
白

さ
を
し
っ
か
り
と
表
現
し
て
ｕ

た
」
と
講
評
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
展
示
△

を
２０
～
２２
日
の
３
日
間
、
コ
１

チ
ャ
ン
フ
オ
Ｔ
釧
路
文
化
ホ
１

ル
で
行
う
ほ
か
、
表
彰
式
は
っ

月
１９
日
に
市
生
涯
学
習
セ
ン
々

ー
で
予
定
し
て
い
る
。

　

・

　　　　

（須
貝
書
治

　

会
長
賞
以
外
の
受
賞
者
は
病

の
通
り
（敬
称
略
）
。

▽
最
優
秀
賞

　

松
尾
悠
常

（鳥
取
西
中
２
年
）

　

還
付
金
無
州料
一欄
談

　

　

　

　　　

　
　
　
　

北
海
道
税
理
士
会
釧
路
支
部

（岩
村
史
人
支
部
長
）
は
２
月

１
日
、
同
支
部
事
務
局
（釧
路

市
大
町
１
の
１
）
で
給
与
◎年

金
収
入
の
人
を
対
象
と
し
た
還

付
申
告
の
無
料
相
談
会
を
開

き
、来
場
者
の
相
談
に
応
じ
る
。

相
談
時
間
は
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
同
４
時
。
ふ蟹

前
予
約
が
必
要
で
１６
日
～
“
ロ

に
受
け
付
け
る
。
予
約
は
Ｏ
Ｑ

０

（８
１
０
９
）
８
８
７
０
。

問
い
合
わ
せ
は
同
支
部
０
１
に

４

（４２
）
０
４
０
７
へ
。

　

圃
寵
雨
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総画
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Ｒ１２
日
】
▽
台
北
」虫
旦動
物
園
一義

事業
出
席
お
よ
び
花
蓮
市
訪
問
な
ど
ｍ

た
め
出
張
公
口湾
）

州　
　
　　

岨

　

人
権
教
室
に
行
き

一

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
昨
‐

　　　　　　　　　　　　

紗
内
で
は
３１
校
、
約
１
５
◎

＊
子
さ
ん
に
人
権
の
話
を
し
‐

嚇
Ｖ
Ｄ
を
見
て
話
し
合
っ
て
‐

一
り
し
て
、
豊
か
な
人
権
感
一

ー
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
‐
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